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編集委員より

　私は虫が非常に苦手です。
　子供の頃は、虫がいても全く平気で、むしろ友人と一緒に虫採りを楽
しんでおりましたが、複数の衝撃的な事件を経験し、虫が苦手になりま
した。
　一つ目は、遠足の時にバッタを捕まえたところ、口から謎の液体を吐
かれたこと、二つ目は、友人がこれまで採った虫のコレクションとして、
プラスチックの円筒形の容器に沢山の虫を詰め込んだものを見せてくれ
たこと、三つ目はモンシロチョウを捕まえた際に、羽を持っていた指の
力が強すぎたためか、羽がボロボロになり、胴体だけ地面に落ちてしまっ
たこと、そして四つ目は林間学校で朝起きて洗面所に行ったら、職員の
方が天井一杯の蛾を箒で窓の外に掃き出しているところを偶然目撃して
しまったこと、となります。
　以来、私は虫、特に鱗翅目（りんしもく）の虫が大嫌いですが、それ
にもかかわらず、私は桜並木の近くに住んでおります。そのため、春か
ら秋の間、特に夏には大きな蛾が家の前に飛来することが度々あり、大
声で悲鳴を上げ、ご近所様に犯罪が発生したのかと疑われたこともあり
ます。
　この人生最大の天敵である蛾との生存圏をかけた戦いは熾烈を極め、
家の前に蛾がいるせいで家に入れずホテルに泊まったり、蛾忌避剤を購
入し、家の前に撒きまくり、滑って転びそうになったにもかかわらず、蛾
を忌避するどころか蛾が家の前で死んでいたり、蛾が嫌いだとされる
ハーブ水を撒いたら臭いと近所から苦情を言われたりと、散々な目に遭っ
てきました。
　そんな私を救ってくれたのは、LED電灯です。玄関前の電灯をLEDに
変更することで、蛾がすっかり来なくなりました。
　以来、平和な日々を満喫しておりますが、それでもやはり夏の日には、
家に入るまでは気が抜けません。私は彼らが暮らしやすい自然豊かな場
所に足を踏み入れないように心掛けているので、彼らの方でも都会を避
けて私の目が届かない場所で平和で幸福に生きていってくれることを
願ってやみません。

我が人生最大の天敵との闘い

一般社団法人電波産業会　企画国際部長
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編集後記

　7月に入り車内広告も夏休みモードになったのか、遊園地の広
告に目を惹かれました。
　レトロながらインパクトある雰囲気の中に、現代人が入り込ん
でいる画像と、「没入型ドラマティック・レストラン」の文字。観
客は豪華列車内のレストランで食事のテーブルにつくと、アトラ
クションのミステリーが始まり、音響、映像、照明、特殊効果
により、その場にいるような、物語にのめり込むような没入体験
ができるとのことです。
　「実際には動かない食堂車で席について、物語の登場人物の
一部としての感覚をどのくらい体感できるのかしら？」「仮想空間
で本物のように体験できるなら、マンションのモデルルームにも
応用できるのでは？」などと、通勤途上、興味深く眺めました。

　本号特集は、メタバースです。
　メタバースの概要から、産業への応用、社会実装、ビジネスシー
ンでの活用、国際標準化動向など、多方面から解説をいただき
ました。
　どうぞご精読ください。
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